
区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長 備 考

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

` 道 路 の 区 域

岐 阜 県 可 児 郡 御 嵩 町 井 尻 字 丸 山

一 七 番 か ら 同 町 上 恵 土 字 浦 畑 一

〇 二 四 番 一 〇 ま で

前 Ａ
Ｂ

八 ∑ 五 〇 〜 二 六 ∑ 〇 〇

二 二 ∑ 〇 〇 〜 三 五 三 ∑ 五 〇

七 ・ 二 一 〇

七 ・ 二 八 〇

上 記 Ａ 及 び Ｂ は 、

関 係 図 面 に 表 示 す

る 敷 地 の 区 分 を い

う 。後 Ａ
Ｂ

八 ∑ 五 〇 〜 二 六 ∑ 〇 〇

二 二 ∑ 〇 〇 〜 三 五 三 ∑ 五 〇

七 ・ 二 一 〇

七 ・ 二 八 〇

a 図 面 縦 覧 場 所 中 部 地 方 整 備 局 及 び 同 局 多 治 見 砂 防 国 道 事 務 所
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日
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二 ^ 道 路 の 種 類 一 般 国 道

_ 路 線 名 二 十 一 号

三 ^ 道 路 の 種 類 一 般 国 道

_ 路 線 名 二 十 一 号

` 道 路 の 区 域

区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

岐 阜 県 不 破 郡 関 ヶ 原 町 大 字 松 尾 字 大 久 保 二 番 一 一 か

ら 同 町 大 字 松 尾 字 大 久 保 五 番 三 ま で

前
後

一 五 ・ 〇 〇 〜 一 八 ・ 七 〇

一 五 ・ 二 〇 〜 八 四 ・ 二 〇

〇 ・ 〇 五 八

〇 ・ 〇 五 八

a 図 面 縦 覧 場 所 中 部 地 方 整 備 局 及 び 同 局 岐 阜 国 道 事 務 所

第４ 事業の認定をした理由
申請に係る事業は、以下のとおり、法第20

条各号の要件をすべて充足すると判断される
ため、事業の認定をしたものである。

１ 法第20条第１号の要件への適合性
第２の１に係る事業
第２の１の事業は、福岡県筑後市大字鶴田
字船小屋地内から同県みやま市瀬高町本郷字
切目地内までの延長2¶170Nの区間を全体計
画区間とする「県道八女瀬高線改築工事」で
あり、上記の起業地に係る部分である。
県道八女瀬高線改築工事は、道路法（昭和

27年法律第180号）第３条第３号に規定する
都道府県道に関する事業であり、また、本体
事業の施行により遮断される市道の従来の機
能を維持するための付替工事は、同条第４号
の市町村道に関する事業であり、いずれも法
第３条第１号に掲げる道路法による道路に関
する事業に該当する。
第２の２に係る事業
第２の２の事業は、福岡県筑後市大字津島
字洲崎地内から同市大字常用字野中地内まで
の延長840Nを全体計画区間とする「県道船
小屋停車場水田線改築工事」であり、上記の
起業地に係る部分である。
県道船小屋停車場水田線改築工事は、道路
法第３条第３号に規定する都道府県道に関す
る事業であり、法第３条第１号に掲げる道路
法による道路に関する事業に該当する。
以上のことから、県道八女瀬高線改築工事
及び県道船小屋停車場水田線改築工事（以下
「本件事業」という。）は、法第20条第１号の
要件を充足すると判断される。
２ 法第20条第２号の要件への適合性
県道八女瀬高線及び県道船小屋停車場水田
線は、道路法第７条の規定に基づき福岡県知
事が県道に認定した路線であり、同法第15条
の規定により福岡県が道路管理者となること
などから、起業者である福岡県は、本件事業
を遂行する充分な意思と能力を有すると認め
られる。
したがって、本件事業は、法第20条第２号
の要件を充足すると判断される。

〇 東 北 地 方 整 備 局 告 示 第 百 十 四 号

次 の よ う に 道 路 の 区 域 を 変 更 し た の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 東 北 地 方 整 備 局 長 青 山 俊 行

^ 道 路 の 種 類 一 般 国 道

_ 路 線 名 六 号

` 道 路 の 区 域

区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

南 相 馬 市 原 町 区 日 の 出 町 一 〇 九 番 一 か ら 同 市 原 町 区

日 の 出 町 九 六 番 ま で

前
後

一 九 ∑ 五 〇 〜 三 三 ∑ 一 〇

二 一 ∑ 〇 〇 〜 一 一 五 ∑ 〇 〇

〇 ・ 一 〇 九

〇 ・ 一 〇 九

a 図 面 縦 覧 場 所 東 北 地 方 整 備 局 及 び 同 局 磐 城 国 道 事 務 所

〇 東 北 地 方 整 備 局 告 示 第 百 十 五 号

次 の よ う に 道 路 の 供 用 を 開 始 す る の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 二 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 東 北 地 方 整 備 局 長 青 山 俊 行

路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 図 面 縦 覧 場 所

百 八 号 石 巻 市 須 江 字 山 崎 前 一 番 一 か ら 東 松 島 市 赤 井 字 東 六 番 一

ま で

東 北 地 方 整 備 局 及 び 同 局 仙

台 河 川 国 道 事 務 所

供 用 開 始 の 期 日 平 成 二 十 一 年 十 月 六 日

〇 中 部 地 方 整 備 局 告 示 第 百 二 十 五 号

次 の よ う に 道 路 の 区 域 を 変 更 し た の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

平 成 二 十 一 年 十 月 六 日 中 部 地 方 整 備 局 長 富 田 英 治

一 ^ 道 路 の 種 類 一 般 国 道

_ 路 線 名 十 九 号

` 道 路 の 区 域

区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

瑞 浪 市 土 岐 町 字 足 ヶ 洞 三 三 六 八 番 三 か ら 同 市 釜 戸 町

字 百 田 六 九 三 番 一 ま で

前
後

一 二 ・ 三 〇 〜 四 七 ・ 三 〇

一 三 ・ 二 〇 〜 四 七 ・ 三 〇

〇 ・ 二 七 三

〇 ・ 二 七 三

a 図 面 縦 覧 場 所 中 部 地 方 整 備 局 及 び 同 局 多 治 見 砂 防 国 道 事 務 所

〇 九 州 地 方 整 備 局 告 示 第 百 十 八 号

土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 規 定 に 基 づ き 事 業

の 認 定 を し た の で 、 次 の と お り 告 示 す る 。

平 成 二 十 一 年 十 月 六 日

九 州 地 方 整 備 局 長 岡 本 博

第１ 起業者の名称 福岡県
第２ 事業の種類
１ 県道八女瀬高線改築工事（福岡県筑後市大
字鶴田字船小屋地内からみやま市瀬高町本郷
字切目地内まで）及びこれに伴う市道付替工
事
２ 県道船小屋停車場水田線改築工事（福岡県
筑後市大字津島字洲崎地内から同市大字常用
字野中地内まで）

第３ 起業地
１ 第２の１の事業
\ 収用の部分 福岡県筑後市大字鶴田字船
小屋、大字尾島字船小屋、字東水洗及び字
西水洗、大字津島字北美田、字水洗、字南
美田、字西美田、字餅町、字西小路、字洲
崎及び字九反坪、大字志字垣添及び字五反
田並びにみやま市瀬高町本郷字尾虎町及び
字切目地内

] 使用の部分 福岡県筑後市大字鶴田字船
小屋、大字尾島字西水洗並びに大字津島字
北美田、字水洗、字南美田、字西美田、字
餅町、字西小路及び字洲崎地内

２ 第２の２の事業
\ 収用の部分 福岡県筑後市大字津島字洲
崎、字西小路、字餅町、字西美田、字野内
及び字福市並びに大字常用字前野及び字野
中地内

] 使用の部分 福岡県筑後市大字津島字西
小路、字餅町、字西美田、字野内及び字福
市並びに大字常用字前野及び字野中地内
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